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１．万博レガシーの継承と発信（記念公園・大屋根リング・記念館）

① 大屋根リングの部材の状態について

内 容 方 法 ・ 目 的 結 果

柱、梁

地震・風の履歴
竣工後の地震・気象記録により、設計時に想定した規模を上
回る揺れや風を受けていないことを確認

設計想定を上回る記録なし

木材への日射・降雨
などの影響

目視調査により、木材表面の変色・割れなどの変状を観察し、
強度低下につながる劣化の兆候が見られないことを推定

概ね問題ないものと推定

木材の接着性能
公的な検査機関における試験により、木材を貼り合わせた部
分の接着状態について確認

試験確認中

基礎
コンクリート躯体の
状態

目視調査により、構造上問題となるようなひび割れや損傷等
がないことを推定

概ね問題ないものと推定

地盤
リング残置部周辺の
地盤の状態

沈下観測記録を基に、リング残置部周辺の観測点間におい
て沈下差が大きくなっていないことを推定

概ね問題ないものと推定

・ 現在、構造上重要な箇所について、重大な課題がないか確認を進めている

［柱、梁］ 木材の接着性能は、試験確認中であるが、地震、風、日射、降雨などの影響に
ついては、概ね問題ないものと推定

［基礎、地盤］概ね問題ないものと推定
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柱断面
（リユース解体部）

（参考）大屋根リングの部材

柱、梁外観

柱 、 梁

（参考）大屋根リングの断面図

基 礎

１．万博レガシーの継承と発信（記念公園・大屋根リング・記念館）

① 大屋根リングの部材の状態について

【出典：愛媛県CLT普及協議会】

集成材

•複数の板を筋をそろえて
接着剤で貼り合わせた木材
•強度が必要な部分に使用
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記念公園の整備（大屋根リングの利活用）イメージ
＜記念公園＞
➢ 万博で実現した大屋根リングを背景とした交流や出会いの「場」

を持続的に再現し、大屋根リングと一体となったみどりに親しめ
る空間の整備

➢ 大屋根リングの一部を含む周辺エリア（約2.9ha）を、万博レガ
シーを継承する記念公園として大阪市が整備・管理

＜大屋根リング＞
➢ 万博レガシーを分かりやすく残すという観点から、大屋根リング

の北東部約200ｍを、人が登れる形で公園施設（展望台・準用工
作物）として大阪市が整備・管理

➢ 最先端技術を活用し、当時の万博を体験

＜(仮)ＥＸＰＯ２０２５記念館＞
➢ 万博の記憶を後世につなげる情報発信や交流促進のための公園施

設（記念館）を大阪市が新設・管理

➢ 記念館の設置にかかる財源は関係者で真摯に検討し確保

(参考） 記念公園イメージパース (参考） 記念館内部イメージパース

１．万博レガシーの継承と発信（記念公園・大屋根リング・記念館）

② 方針
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ⅰ．大屋根リングの実施設計・改修費は、国、経済界、府、市、博覧会協会で構成する
「大阪・関西万博の大屋根リングの活用に関する検討会」での総意として、残置す
ることが望ましいとの結論を得ていることから、剰余金を活用

ⅱ．大屋根リング・記念館の管理運営費は、将来世代に万博レガシーを発信し続けるこ
とから、剰余金を活用し、引き続き、民間資金の活用も検討

ⅲ．新たに整備する記念公園・記念館の実施設計・整備や基本設計及び調査等は、万博
レガシーの発信拠点として、府・市が負担し、引き続き、国の交付金や補助金、個
別企業の協力を検討

ⅳ．本件は、夢洲における「万博の理念を継承した国際観光拠点」を目指すものであり、
夢洲地区における広域拠点開発の推進に係る事項であることから、府市の負担は、
原則、折半

１．万博レガシーの継承と発信（記念公園・大屋根リング・記念館）

③ 財源構成（案）について
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設計調査費・改修・整備 管理運営

財源（案） 概算費用（参考値） 財源（案） 概算費用（参考値）

大屋根リング 剰余金 40億円※

剰余金
（民間資金の活用も検討）

1.5億円/年※
（リングのみ）

（仮）EXPO２０２５記念館

国の交付金や補助金、
個別企業の協力を検討

府・市が負担
（原則、府市折半）

検討中

記念公園 検討中
市の負担

（民間資金の活用も検討）
検討中

基本設計及び調査等
（大屋根リング、記念公園、記念館）

2億円 ー ー

※博覧会協会の試算であり、概算費用については、今後、設計等を実施し算出が必要

１．万博レガシーの継承と発信（記念公園・大屋根リング・記念館）

③ 財源構成（案）について

• 剰余金の活用について、2025年日本国際博覧会成果検証委員会で議論

• 国の交付金や補助金について、引き続き関係省庁と協議



２．今後の進め方
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・本日の戦略会議の結果を踏まえ、以下のとおり手続きを進める

記念公園
大屋根リング

記念館

検討調査

夢洲第２期区域開発事業者募集の開始

2026年春頃 夢洲第２期区域マスタープラン Ver.3.0の策定

2026年２月 戦略会議（副首都推進本部(大阪府市)会議）
・万博レガシーの継承と発信（記念公園・大屋根リング・記念館）

2026年春頃 副首都推進本部(大阪府市)会議
・夢洲第２期区域マスタープラン Ver.3.0 (案)の提示

2025年日本国際博覧会成果検証委員会

府議会・市会での議論

パブリックコメントの実施



以下、参考
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(参考)夢洲第２期区域における検討経過
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夢洲まちづくり構想 【平成29(2017)年 策定】 夢洲まちづくり基本方針【令和元(2019)年 策定】

【2024.９】 夢洲第２期区域マスタープランの策定に向けた民間提案募集の実施
【2025.１】 ２件の優秀提案の決定

【2026年春頃】「夢洲第２期区域マスタープランVer.3.0」の策定

【2022】夢洲第２期区域（大阪・関西万博跡地）に係るマーケット・サウンディングの実施

優秀提案の内容を踏まえるとともに、万博レガシーの継承の在り方を整理し、マスタープランをとりまとめ

夢洲第２期区域 開発事業者募集の開始

【2025.12～】 「2025年日本国際博覧会 成果検証委員会」

【2025.4】「夢洲第２期区域マスタープランVer.1.0」の策定

【2025.5～9】 「大阪・関西万博の大屋根リングの活用に関する検討会」

【2025.10】「夢洲第２期区域マスタープランVer.2.0」の策定

優
秀
提
案
者
ヒ
ア
リ
ン
グ
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① これまでの主な検討の流れ
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・2025年日本国際博覧会協会 ・日本経済団体連合会
・経済産業省 ・関西経済連合会
・大阪府 ・大阪商工会議所
・大阪市 ・関西経済同友会

※ 事務局：2025年日本国際博覧会協会

ⅱ．開催経過

ⅰ．検討会メンバー

・令和７(2025)年５月２日 第１回 検討会
・令和７(2025)年６月３日 第２回 検討会
・令和７(2025)年６月23日 第３回 検討会
・令和７(2025)年９月16日 第４回 検討会

・大屋根リングは「多様でありながら、ひとつ」という会場デザインの理念を表す大阪・関西万博会場のシンボルと
なる建築物であり、レガシーをわかりやすく残すという観点から、第２期区域の北東部約200ｍを原型に近い形で残
置することが望ましいとの結論を得た。

・今後、2025年日本国際博覧会協会が提供する大屋根リングの部材の状態に関するデータを大阪市が確認することを
前提に、大屋根リングとその周辺エリアについては、大阪府・大阪市において万博を記念する公園・緑地等として
整備、維持管理することを検討し、議会の議論を経て決定する。

・また、残置する大屋根リングとその周辺エリアの整備・維持管理に要する財源については、大阪・関西万博の会場
運営費の剰余金が発生する場合には、その活用を検討するとともに、国の協力を得て地方創生交付金等の国の交付
金や補助金の活用の検討、大阪府・大阪市の負担の検討、協力いただく個別企業を探すなど、関係者が真摯に検討
し、確保する。

ⅲ．第４回検討会での結論（検討会での総意）

(参考)夢洲第２期区域における検討経過

② 大阪・関西万博の大屋根リングの活用に関する検討会



＜委員＞
・２０２５年日本国際博覧会協会 会長 ＜座長＞
・華道家元池坊 次期家元
・理化学研究所 理事長
・京都大学大学院 教授
・国際高等研究所 所長
・大阪・関西万博 会場デザインプロデューサー
・日本館 名誉館長
・リシュモンジャパン合同会社
カルティエ プレジデント＆ＣＥＯ

・総合地球環境学研究所 所長

＜関係者＞
・大阪府知事
・大阪市長
・関西経済連合会 会長
・大阪商工会議所 会頭
・日本商工会議所 会頭
・２０２５年日本国際博覧会協会財務委員会 委員長
・２０２５年日本国際博覧会協会 事務総長

（五十音順・敬称略）
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ⅰ．委員会メンバー

ⅱ．開催経過

・令和７(2025)年12月25日 第１回 委員会

・跡地開発で大屋根リングや静けさの森を残す方針はありがたい方針であるが、「場所の記憶」が大事。

・万博に来場できなかった人々にもレガシーを還元する仕組みが重要。

・多様でありながら一つというレガシーを作ったということを後世に残す上で、大屋根リングと静けさの森は欠かせ
ないもの。

・ソフト面のレガシーも不可欠で、万博で披露されたライフサイエンスやカーボンニュートラル、空飛ぶクルマなど
の新技術を社会実装するための仕組みが必要。

・大屋根リング約200ｍの残置と都市公園の整備は、レガシーを展開していく重要な役割を果たしていく。

・万博で生まれた知や価値を散逸させず、外交・ビジネス・文化交流などを統合する「場」のあり方を検討すべき。

ⅲ．第１回委員会での主な意見
【出典】第１回2025年大阪・関西万博成果検証委員会 議事要旨より抜粋

※ 主に①万博の成果のまとめと検証、②万博の理念・記憶の継承の検討、③万博の
成果を社会に実装させる制度的枠組みの検討、④剰余金の活用方針の検討を行う。

(参考)夢洲第２期区域における検討経過

③ ２０２５年日本国際博覧会成果検証委員会



第１回委員会資料より抜粋
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(参考)夢洲第２期区域における検討経過

③ ２０２５年日本国際博覧会成果検証委員会
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・関西経済連合会会長
・大阪商工会議所会頭
・関西経済同友会代表幹事（第２回欠席）
・大阪府知事
・大阪市長

ⅱ．開催経過

ⅰ．懇談会参加メンバー

・令和７(2025)年９月10日 第１回 懇談会
・令和８(2026)年１月21日 第２回 懇談会

ⅲ．第２回懇談会での主な意見

(参考)夢洲第２期区域における検討経過

④ 大阪市内ベイエリアの将来的なあり方に関する懇談会

・夢洲全体で万博の記憶や成果を日本世界に向けて発信する「万博レガシーの発信拠点」となる機能を導入してくこ
とを評価する。

・夢洲第２期区域において、記念公園ゾーンとして、記念館を整備、管理、運営すること、大屋根リングの一部を残
置するとともに、周辺エリアを公園等として整備・維持管理することについて、万博のレガシーの継承するうえで
大変重要であり、前向きな姿勢だと認識している。後世に残るような施設や機能となることを期待している。

・万博は非常に影響力のある世界イベントであり、開催地の夢洲は付加価値が飛躍的に上がっている。これを踏まえ
て、記念公園ゾーンや民間開発ゾーンは万博で生まれた価値・ビジネス・文化交流などの成果を継承するものとし
てほしい。



第２回懇談会資料より抜粋
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(参考)夢洲第２期区域における検討経過

④ 大阪市内ベイエリアの将来的なあり方に関する懇談会
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第２回懇談会資料より抜粋

(参考)夢洲第２期区域における検討経過

④ 大阪市内ベイエリアの将来的なあり方に関する懇談会


